
草加市における養護者による障がい者虐待が発生した場合の対応
（虐待防止の責務は市町村）

(R7.2)

（直ちに招集）

　

虐
待
事
案
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合

養護者による虐待を受けたと思

われる障がい者を発見

養護者による虐待を受けたと思わ

れる障がい者
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⑴ 市障がい者虐待防止センターによる受付（受付記録の作成）

⑶ 事実確認・訪問調査（安否確認）

関係機関等からの情報収集や訪問調査による障がい者の

状況や事実関係の確認、虐待有無や緊急性の判断等を速

やかに行う。

※必要に応じて都道府県に相談・報告
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の

判

断
コアメンバー会議（虐待の判断・緊急性の判断）

⑸ 虐待対応ケース会議の開催

《コアメンバー、事案対応メンバー、専門家チーム》
・援助方針、支援内容の共有、役割分担、主担当者の決定、

連絡体制の確認、初動期の評価時期の設定等を行う。

⑼ 成年後見制度

利用開始の審判請

求

※成年後見制度利

用支援事業

⑻養護者への支援

・相談、指導及び助

言

・養護負担の軽減

・居室の確保

⑺障がい者への支

援

・福祉医療サービス

導入

・相談支援

⑹障がい者の保護

・短期入所

・入院

・施設入所

やむを得ない

事由による措

置

⑽ モニタリング・評価

⑾ 虐待対応の終結・通常支援への移行 （コアメンバーによる判断）

⑵ 対応方針の協議

コアメンバーにより通報内容を詳細に検討、初動対応の決定

※コアメンバー・・・市障がい福祉課管理職（又はこれに準ず

る者。以下「管理職等」）、ケース担当者及

び市虐待防止センター担当者等で構成。
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⑷立入調査（法第１１条） 安否確認

・障がい者の状況や事実関係の確認

※市町村職員が実施（委託業務に含まれない）

※警察署長への援助要請

コアメンバー会議（虐待の判断・緊急性の判断）


